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1. 序論 

再生可能エネルギーの中で、研究事例は少ないが、実用化時の人類のエネルギー問題への大き

な寄与が期待できる技術として堆積型微生物燃料電池(SMFC : Sediment Microbial Fuel Cell)がある。

我々は、その実現に向けた研究を行ってきた[1,2]が、前回、電力出力向上に画期的な結果をもたら

す無機多孔質構造体であるポーラス α® (㈱鳥取再資源化研究所製)の SMFC 構成への適用を発表し

た[3]。今回はその性能改善に関する研究成果を報告する。 

2. 実験方法 

実験に用いたセル構成を Fig.1 に示す。Φ9.5×14.1cm ポリプロピレン製

容器、Φ10.7×1.7cm のポリプロピレン製蓋、7×5×0.5cm のカーボンフェ

ルト電極、微生物・有機物供与体としての田圃土壌、微生物を集積するた

めの多孔質体としてのポーラス α®を用いた。ポーラス α®の田圃への事前

埋設期間を変え、微生物の集積効果を比較した。下層部土壌は 120g、カー

ボンフェルト間には土壌 260g、ポーラス α®30g を挿入した。評価方法と

して開放電圧(Voc)・短絡電流(Isc)測定を行い、Voc と Isc から理想飽和電

力・内部抵抗を計算した。 

3. 実験結果と考察 

Fig.2 にポーラス α®の土壌への事前埋設期間

を 1、2、3、4 週間と変えたときのセルの飽和電

力特性変化を示す。埋設期間が長いほど出力は

大きくなる。ポーラス α®によって微生物がアノ

ード付近に集積されるが、埋設期間が長いほど

その量が増加し、微生物による有機物分解によ

り生ずる電子、水素イオンの発生量が大きくな

るためと考えられる。今後、ポーラス α®を活用

した SMFC の実用化をさらに進めていきたい。 
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Fig.1 Structure of SMFC. 

Fig.2 Dependence of saturation power on pre-burial 

period of porousα® in soil. 
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